
　　令和３年度さいたまマッチングファンド助成金一般助成事業　評価表 別紙

団体名（所管課名） さいたまつくりての輪

事　業　名 手をつなごう！さいたま市民活動夢マルシェ　　　　　　　

充分
できた

概ね
できた

充分では
なかった

事業を実施したことで、地域や社会の問題を解決する成果はありましたか。

（成果：協定書に設定した目標の達成）

協働により事業を実施したことで、事業に良い効果はありましたか。

（良い効果：互いの組織への良い影響、気づきやノウハウの獲得）

協働事業には、互いに情報交換し、連携して取り組むことができましたか。

市民が市民活動に触れる、参加の機会をつくるなど、地域の市民活動の活性化につ
ながりましたか。

○

○

協働事業には、組織体制や事業経費などの面で適切に取り組むことができました
か。

マルシェがきっかけで市民活動に参加した人がいま
した

参加団体がマッチングファンドでマルシェをすること
になった

★事業を振り返り、気づいたこと・
感じたことを自由にお書きくださ
い。
（例）
　・協働して感じたこと。
　・マッチングファンドの良い点、
　改善点など。

・市内に多くの市民団体が各自活動しているが、各団体が協力してやれるようなイベントがたくさんあるともっと市民に知らせ、市民が生きがいを持った生活が
できるかと感じた。マッチングファンドを活用して、テントやテーブルなど什器が借りられたが、市民広場の備品としてあると各団体が活動しやすくなると思っ
た。

市民の参加者は市民活動について知ることができ
た。

主催団体の中で準備体制をとり多くの会員が取り組
んだ結果当日スムーズに運営できた。

事
業
の
振
り
返
り

４　事業の成果

５　協働事業の効果 ○

事
業
実
施
中

２　市民活動団体と担当所管課
    との連携

○
SNSで連絡を取り合うことで団体の情報を共有でき
た。

３　事業の適切な取組 ○

団体会議を行い、趣旨の説明など周知徹底する活
動を行った結果、目的を共有できた。

協働事業の目的・目標は、両者が共有・設定することができましたか。

該当する所に○をつけてください

項　　　　　　目 評価の視点
評　　　価

評価理由など

事
業
実
施
前

１　事業の目的と目標の設定 ○

資料２－２－４



　　令和３年度さいたまマッチングファンド助成金一般助成事業　評価表 別紙

団体名（所管課名） 市民協働推進課

事　業　名 手をつなごう！さいたま市民活動夢マルシェ

充分
できた

概ね
できた

充分では
なかった

事業を実施したことで、地域や社会の問題を解決する成果はありましたか。

（成果：協定書に設定した目標の達成）

協働により事業を実施したことで、事業に良い効果はありましたか。

（良い効果：互いの組織への良い影響、気づきやノウハウの獲得）

協働事業には、互いに情報交換し、連携して取り組むことができましたか。

市民が市民活動に触れる、参加の機会をつくるなど、地域の市民活動の活性化につ
ながりましたか。 〇

〇

協働事業には、組織体制や事業経費などの面で適切に取り組むことができました
か。

イベントを年３回開催したことで、多くの方へ市民活
動に触れる機会を創出できました（延べ来場者数
6,493人）。また、イベント参加者の交流が促進される
ことで、団体の新規参加者増加、講演会の講師を頼
まれる等、団体の活動活性化につながりました。

イベントでは、団体の強みやノウハウを活かすことが
でき、市が単独で行うよりも、楽しく魅力的なイベント
を開催することができました。また、市と多様な団体
の交流も促進されることで、ネットワークを広げること
ができました。

★事業を振り返り、気づいたこと・
感じたことを自由にお書きくださ
い。
（例）
　・協働して感じたこと。
　・マッチングファンドの良い点、
　改善点など。

・コロナ禍での実施だったため、感染症対策の強化、緊急事態宣言による日程の変更等、団体と度重なる調整をし、当初予定していた年３回のイベントを開催
することができました。イベントでは、複数回参加するリピーターの方も多くあり、多くの市民が市民活動にポジティブなイメージを持つイベントを開催できたと
思います。
・イベント当日は、市民活動団体の展示・発表のほかに、スタンプラリー、ダンスやバンド演奏、会場の装飾レイアウト等、明るく楽しい雰囲気を作ることができ
ました。スタンプラリーは、市民活動団体のブースをまわることで、景品をもらえる仕組みとなっており、市民活動という言葉に馴染みのない多くの子どもの参
加につながりました。
・協働で実施することで、市が単独実施するより楽しく魅力的なイベントを開催することができました。令和４年度は助成金２年目の事業となるため、次年度
（令和５年度）以降の自立した事業継続を目指した実施を検討していきます。

市民活動を楽しく知るきっかけづくりとなるイベントを
年３回開催することで、市民の市民活動への関心や
理解を深めることができました（イベントを通じて市民
活動に興味をもった参加者の割合：第1回：48％　第
2回：51％　第3回：62％）。

市内部でも、十分な検討を行ったうえで、事業に取り組む
ことができました。また、事業経費については概ね適切で
したが、初めての実施で、想定していなかった経費が発生
することもあり、予算設定の際に更なる検討が必要だった
と考えます。

事
業
の
振
り
返
り

４　事業の成果

５　協働事業の効果 〇

事
業
実
施
中

２　市民活動団体と担当所管課
    との連携

〇
イベントに向けて、随時情報交換を行うことで、信頼
関係を築きながら、事業に取り組むことができまし
た。

３　事業の適切な取組 〇

団体と十分な話し合いをすることで、目的・目標を共
有しながら設定することができました。

協働事業の目的・目標は、両者が共有・設定することができましたか。

該当する所に○をつけてください

項　　　　　　目 評価の視点
評　　　価

評価理由など

事
業
実
施
前

１　事業の目的と目標の設定 〇


























